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　今年も師走に入り、何かと気ぜわしいこの頃ですが、「日本のクリスマス」
についての考察です。
　日本のクリスマスは、フランシスコ・ザビエルが１５４９年にキリスト教
を伝えてから３年後の１５５２年に、後任の宣教師コメス・デ・トルレスら
が周防の国山口（山口県山口市）で日本人信徒を招いて行った降誕祭のミサ
が最初で、その後豊臣秀吉や徳川幕府の度重なるキリスト教禁教令のため、
公式の記録はありませんが、明治維新後、新政府が１８７３年にキリスト教
禁制を廃止するまでのおよそ２６０年間にわたり信仰を守り続けた「隠れキ
リシタン」たちが、クリスマス・ミサを行ってきたと伝えられています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注１）
　キリスト教禁制廃止後の１９００年に、明治屋が東京・銀座に店を出したころから、クリスマスを
「商機」としてとらえ、本来の「１年で一番大切な宗教行事」というよりは、季節を彩る年中行事とし
て日本国内に定着し、大正時代には児童・少女向け雑誌の１２月号に「クリスマス」の話が載りました。
　年号が「昭和」に変わると、休日法改正により大正天皇祭（１２月２５日）は休日となったこともあ
り、「クリスマス」は広く普及し、子どもたちはサンタクロースを、大人は銀座から渋谷、浅草などの
繁華街に繰り出し、カフェや喫茶店のクリスマス料理を楽しんだといいます。
　太平洋戦争後の１９４８年、新たに「国民の祝日に関する法律」が施行されると「大正天皇祭」は無
くなりますが、「クリスマス」はすっかり定着し、クリスマスツリー、クリスマスケーキ、クリスマス
バーゲンセール、クリスマスプレゼント等など、キリスト教徒であるなしにかかわらず、家族で楽しめ
るにぎやかな祝祭の場となっていきます。
　もちろんキリスト教を信仰し、クリスマスを静かに教会で祝う方も大勢いらっしゃいますが、日本に
入ってきた宗教の行事でこんなに国民に馴染んだ行事はないかと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　ともあれ、「クリスマス」を祝えるのは平和の証し。

「メリー・クリスマス＆ハッピー・ニューイヤー」
　　　　　　　　良いお年を！！

　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスでなくともお奨めの作品ですが、クリスマスに読んだら
　　　　　　　　　　　　　　　もっと楽しい「クリスマス・キャロル」(93 ｸ)（Ｃ・ディケンズ／著
　　　　　　　　　　　　　　　、何回か映画化もされてます）、おとなも楽しい絵本「さむがりやの
　　　　　　　　　　　　　　　サンタ」(E ｻ)（Ｒ・ブリッグス／著）はいかがでしょうか？

Ｍ・Nakamura
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プレゼントをもらえるのは
１年間に良い子だった子どもだけ

サンタさんの良い子名簿にのってるかしら？



『編み地を楽しむリストウォーマー』　林 ことみ/著　文化学園文化出版局

『カレンダーおもしろ活用術』　日本能率協会マネジメントセンター

『乾物と保存食材事典』　星名 桂治/監修　誠文堂新光社

『Ｘｍａｓアドベント★ブック』　本庄 ひさ子/作　世界文化社

『最高の工事写真の撮り方』　中野 裕/写真･著　エクスナレッジ

『実例でよくわかるアンケート調査と統計解析』　菅 民郎/著　ナツメ社

『十二支の年賀状デザイン７５０』　中村 浩訳/編著　日貿出版社

『スノーボードはじめてＢＯＯＫ』　実業之日本社

『生活相談員その役割と仕事力』　梅沢 佳裕/著　雲母書房

『ソーラークッカーを作ろう』　佐藤 輝/著　パワー社

『たこ焼き器１２０％使いこなしレシピ』　片山 ちえ/〔著〕　主婦の友社

『チャイルドマインダー活用ｂｏｏｋ』　ＮＣＭＡ，Ｊａｐａｎ/監修　東京書店

『洞爺湖有珠山ジオパークガイドブック』　北海道新聞社

『Ｂ級ご当地グルメで５００億円の町おこし』　渡邉 英彦/著　朝日新聞出版

『文化系のためのヒップホップ入門』　長谷川 町蔵/著　アルテスパブリッシング

『息のブランコ』　ヘルタ･ミュラー/著　三修社

『花間集』　趙 崇祚/編　平凡社

『景福宮の秘密コード』上下巻　イ ジョンミョン/著　河出書房新社

『心理学的にありえない』上下巻　アダム･ファウアー/著　文芸春秋

『１４歳のアウシュヴィッツ』　アナ･ノヴァク/著　白水社

『バット･ビューティフル』　ジェフ･ダイヤー/著　新潮社

『虫けらの群霊』　パウル･シェーアバルト/著　未知谷

『あやしい探検隊北海道物乞い旅』　椎名 誠/著　角川書店

『安全な妄想』　長嶋 有/著　平凡社

『かわいそうだね？』　綿矢 りさ/著　文芸春秋

『狩場（カリヴァ）最悪の航海記』　山口 雅也/著　文芸春秋

『再会と別離』　四方田 犬彦/著　新潮社

『シューメーカーの足音』　本城 雅人/著　幻冬舎

『小説を、映画を、鉄道が走る』　川本 三郎/著　集英社

『真友』　鏑木 蓮/著　講談社

『人生教習所』　垣根 涼介/著　中央公論新社

『誰かが足りない』　宮下 奈都/著　双葉社

『どちらとも言えません』　奥田 英朗/著　文芸春秋

『ハロワ！』　久保寺 健彦/著　集英社

『ボトムレス』　拓未 司/著　ＮＨＫ出版

『要介護探偵の事件簿』　中山 七里/著　宝島社

『隣人』　喜多 由布子/著　講談社

『家康の子』　植松 三十里/著　中央公論新社

『建礼門院徳子』　鳥越 碧/著　講談社

『真田三代 』上下巻　火坂 雅志/著　ＮＨＫ出版

『麝香ねずみ』　指方 恭一郎/著　文芸春秋

『春嵐立つ』　芝村 凉也/著　双葉社

『夢の浮橋』　蜂谷 涼/著　文芸春秋

『四十八人目の忠臣』　諸田 玲子/著　毎日新聞社

司書 南

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　探偵行為が禁
じられた日本で、探偵を両親
に持つ主人公 空閑純（そらし
ずじゅん）が謎に挑む。

　

　　　　　　　　　　　北海道の代表
　　　　　　的な食材じゃが
いも。メニューにまつわるお
話を読みながら、おいしい
じゃがいも料理を作ってみま
せんか。

　

　　　　　　　　　　　有名なコピー
　　　　　　『めがねは顔
の一部です』のとおり、今や
ファッションの一部となった
めがね。その選び方・おしゃ
れなかけ方が紹介されていま
す。

　

　

　　　　　　　　　　　　副題『オーロ
ラに会いに行く』が表すとお
り、オーロラウォッチングに
必見の一冊。最適な場所や時
間、服装まで網羅されている
資料です。



　

　　　　　　　　　『コレクション戦争と文学４』
　　　　　　 『北海道の歴史』
　　　　　　 『自動車年鑑
　　　　　　　　　２０１０－２０１１年版』
　
　　　　　　　一般・児童・参考書
　　　　　　　　　　　　　　　計１４６冊

『完全図解医療のしくみ』
『薬剤師を味方につければ薬は
　こわくない』
『そのとき薬剤師は医療チーム
　の要になった』

　一般書　計６３冊

　　　装丁を学んだ先生やクラスメートとのやり
　　とりを含め、著者のまわりの人たちとの交
　　流の様子が静かに、でも生き生きと描かれ
　　ています。彼女の学んだ「ルリユール」と
　　は現代の機械による大量生産の製本とは違
　　い、依頼主から注文を受けて一点ずつ装丁
　　する（オーダーメイド）ため高い技術力が
　　必要で、本来は短期間でマスターできるも
　　のではないそうです。
　 　しかし、驚異的な集中力と努力で先生に
　　「３ヶ月の勉強でクミコは３年生の実力が
　　　ある」との評価を得て帰国し装丁作品の
　　　個展を開き、１９８１年国際製本家協会
　　　からマイスターの認定を受け正会員とな
　　　りました。現在はエッセイストとしても
　　　活躍中です。
　　　　人間、本当にやりたいことに向かってな
　　　ら、「いくつ」からでも頑張れるのだと
　　　感じた本です。

　初対面の方に、図書館で働いていると話
すと、「いいですねぇ、いっぱい本が読め
て」といわれることが多いのですが、図書
館職員だからといって好きな本ばかりを選
んだり、購入できるわけではありません。
　日々出版される膨大な本の中から、総記
から文学まで各分野ごとに本の内容につい
て情報を集め、限られた図書予算とにらめっ
こしながら資料の収集をしています。新刊本
が届き、書架に並ぶとすぐに予約まちになる
ベストセラーもあれば、お客様に「こんな本
もあったんだ！」と感心していただく選書冥
利につきる？本もあります。
　前置きがながくなりました。「読書日記」
はつけていませんが、ずっと記憶に残ってい
る本の一冊に「モロッコ皮の本」（栃折久
美子著　筑摩書房　１９８１）があります。
　著者は筑摩書房で編集に携わり、名だたる
文豪を担当しながら造本・装丁も学ぶうちに
それが本業になり、更なる技術を得ようと、
１９７２年にベルギー国立高等建築視覚芸術
学校ルリユール科に５ヶ月間実習生として留
学し、洋製本の原型である手作りの皮装丁を
学びます。
　この本は、海外旅行も留学も今ほどポピュ
ラーな時代ではないときの体験を綴ったもので、
　

「マスカレードホテル」
　　　　　　　　　東野圭吾(131)

２ 『謎解きはディナーのあとで」
　　　　　　　　　　　　東川篤哉(115)
　 「真夏の方程式」　 　東野圭吾(115)
４ 『人生がときめく片づけの魔法』
　　　　　　　　　　  　近藤麻理恵(78)
５ 『境遇」　　　　　　 湊かなえ(75)
＊ 「ＫＡＧＥＲＯＵ」　 斉藤智裕 (71)
＊ 『おまえさん上・下』 宮部みゆき(68)
＊ 「麒麟の翼」　　　 　東野圭吾(68)
＊ 「夜行観覧車」　　　 湊かなえ (58)

                          11月22日現在

　編みものの本が書店を賑わすようにな
りました。冬の間の実益を兼ねた趣味
『編みもの』は、今年も人気のある資料
です。
　輪の形になったマフラー・スヌードが
編める『今編みたいスヌード＆ネック
ウォーマー』のような流行のものから、
初心者向け『かぎ針あみと棒針あみの基
本』まで
図書館ではたくさんの資
料を用意してお待ちして
おります。

＊編みものの本は実用書棚
にあり、背中に緑色の丸シ
ールが貼ってあります。

『モロッコ革の本』
栃折　久美子／著
筑摩書房



ヒド・ファン・ヘネヒテンさん

「あなたのことが
だーいすき」

ヒド・ファン・ヘネヒテン／

さく・え

フレーベル館 Ｅア

「わらって！リッキ」
ヒド・ファン・ヘネヒテン／

さく・え

フレーベル館 Ｅリ

1957年、ベルギーに生まれる。高校卒業
後、印刷会社に勤めながら美術学校で絵や
グラフィックアートなどを学び、1988年、
「リッキ」を主人公にした絵本がハッセル
市国際絵本賞を受賞。その後も次々と絵本
を執筆し、世界的な人気作家となりまし
た。彼の絵本は、現在世界30カ国以上で発
売され愛されています。

「ゆきがたくさん
つもったら」

ルク・デュポン／さく，
ヒド・ファン・ヘネヒテン／

え

フレーベル館 Ｅユ

「だっこのえほん」
ヒド・ファン・ヘネヒテン／

さく・え

フレーベル館 Ｅタ

「ゆきだるまのスノーぼ
うや」

ヒド・ファン・ヘネヒテン／

さく・え

フレーベル館 Ｅユ

「みんなおやすみ」
ヒド・ファン・ヘネヒテン／

さく・え

フレーベル館 Ｅミ



１０～１１月に届いた本から
ピックアップ♪

「「はやぶさ」がとどけたタイムカプセ
ル」　53ハ
山下　美樹／文，的川　泰宣／監修
文渓堂

７年にわたった６０億キ
ロメートルの旅を終えて
地球に帰ってきた「はや
ぶさ」は、小惑星イトカ
ワの“タイムカプセル”を
届けてくれた…。小惑星
探査機「はやぶさ」の活
躍を描いた物語。

　会場 　 おはなしコーナー
　定員 　 ４０名

　 ○おはなしオルゴール○
　　　　(第３土曜日)
 １２月１７日・１月２１日
　　   午後２時～２時３０分

ストーリーテリング
おはなし会よみきかせ会

　　　　会場 　２階講堂
　　　　定員 　７０名

飯野和好（いいのかずよし）さ
んや五味太郎（ごみたろうう）
さん作品などのビデオを上映し
ます。

　　　　(第２･第４日曜日)
１２月１１日･１２月２５日
１月８日・１月２２日
　　　午後２時３０分～３時

   めいさく　　　　　　じょうえいかい

名作アニメビデオ上映会

          てい き てき　     ぎょうじ

　  定期的な行事の
 　　 お 　し　 ら 　せ

「日本全国鉄道めいろ　１」　29ニ-1
恵　知仁／作
汐文社

全国の鉄道路線を使っ
ためいろゲームの本。
さまざまな指令のもと、
鉄道やバスなどを使っ
た路線上のルートを探
す。
１は、北海道から九州
・沖縄まで、７つの地
方の名所を巡る。

　会場 　おはなしコーナー
　定員   ４０名

 ○苫小牧子どもの本の会○
　　 (第１･第３日曜日)
 １２月４日・１月１５日
 午後３時～３時３０分
※12月18日は、午後２時～
３時まで２階講堂で行います

　　　○にじのはし○
　　　  (第２土曜日)
 １２月１０日・１月１４日
　午後１１時～１１時３０分
　　　 (第４土曜日)
 １２月２４日・１月２８日
　午前１１時～１１時３０分
　午後　２時～　２時３０分

かみしばい

紙芝居

「ニコとねずみのすてきなせかい」 Eニ
マンフレート・マイ／作，ヨッヘン・シュ
トゥーアマン／絵，斉藤　洋／訳
フレーベル館

力は強いが、身のまわ
りのことしか知らなか
ったネコと、小さくて
弱いが、広い世の中を
知っているネズミ。
２匹が出会ったとき、
新たな“せかい”が幕を
開け…。

「レンタルロボット」　９１３レ
滝井　幸代／作，三木　謙次／絵
学研教育出版

学校の帰り道、「ロボッ
トかします」という店を
見つけた健太は、自分の
こづかいで弟ロボットを
レンタルする。弟が欲し
いという願いが叶って楽
しい日々が続いたが、兄
として我慢しなければな

らないことも出てきて…。

 会場 　サンガーデン
 定員 　４０名

　 ○かみしばいおじさん○
　　　　(第２土曜日)
 １２月１０日・１月１４日
　　　午後２時～２時３０分



この他にも以下の資料を
寄贈していただきました。

郷土・参考資料室からのお知らせ郷土・参考資料室からのお知らせ

日本の創業者
（335.1/ﾆ）
近現代起業家人名事典
日外アソシエーツ／編・刊
2010.03

☆
その名のとおり、日本の代表的
な800社余りの企業の創業者、
865人が収載された人物事典。
基本事項（生没年、出生地、学
歴など）のみではなく、創業エ
ピソードも盛り込み興味深い。
巻末に企業名、人名索引付き。

今回はトヨタ自動車北海道株式会社と苫小牧民報社よりいただいた資料をご紹介します。
これらの資料は、全て２階郷土・参考資料室で見ることができます。

自動車の百科事典
（537.0/ｼ）
自動車技術会／編
丸善／刊
2010.01

☆
トヨタ自動車の寄贈にふさ
わしいタイトル。章立て構
成で、その章のストーリー
に沿って用語を解説してい
るため、その周辺の用語や
技術も理解を深めることが
できる。

H434/ｾ世界を変えた化学反応
鈴木章とノーベル賞

H787.1/ｺここで釣れる
北海道の港全ガイド

280.3/ﾕユダヤ人名事典

370.3/ｾ/2011全国学校総覧 2011年版

537.0/ｼ/2010自動車年鑑 2010-2011年版

334.0/ｹ現代人口辞典

507.7/ｹ現代工業英語辞典

675.1/ｴ英和ブランド名辞典

240/ｱアフリカを知る事典

平成23(2011)年11月15日（火）に参考資料室で贈呈式が行
われ、当館も資料提供に協力した「苫小牧民報縮刷版ＤＶ
Ｄ」（全91巻）が、苫小牧民報社より寄贈されました。収
録期間は昭和25(1950)年１月～平成22(2010)年12月までで
す（欠あり）。閲覧には当資料室のパソコンをご利用いた
だきますので、職員にお声かけください。
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ペ
ー
ジ
で
は
「
以
前
、

苫
小
牧
川
が
流
れ
る
一
帯
を
、
当
時
の
河
川

名
で
あ
っ
た
マ
コ
マ
イ
（
ア
イ
ヌ
語
で
「
山

奥
に
入
っ
て
い
く
川
」）
と
呼
ん
で
い
た
。

沼
の
あ
っ
た
旧
樽
前
山
神
社
付
近
一
帯
は

ア
イ
ヌ
語
で
沼
の
意
味
が
あ
る
「
ト
」
の
字

を
つ
け
て
「
ト
・
マ
コ
マ
イ
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
日
の
苫
小
牧
に
な
っ
た
。」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
語
の
解
釈
を

め
ぐ
っ
て
諸
説
ふ
ん
ぷ
ん
あ
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
は
こ
の
説
を
公
式
見
解
と
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
は
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
の
扇
谷

昌
康
編
さ
ん
員
が
機
関
誌
「
苫
小
牧
市
史
編

さ
ん
№
３
」
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

に
苫
小
牧
の
地
名
解
は
「
沼
の
マ
コ
マ
イ

川
」
で
あ
る
と
発
表
し
、
同
誌
を
ア
イ
ヌ
語

地
名
の
権
威
、
山
田
秀
三
氏
に
送
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
道
庁
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
北
海
道

の
川
の
名
・
増
補
版
」
を
執
筆
中
だ
っ
た
山

田
氏
は
、
す
ぐ
に
市
史
編
さ
ん
室
を
訪
れ
、

再
確
認
後
、
同
書
に
そ
れ
ら
の
い
き
さ
つ
も

含
め
掲
載
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
「
北
海
道
の
地
名
」

で
山
田
氏
は
「
昔
は
今
の
国
道
の
北
側
は
、

樽
前
神
社
の
辺
か
ら
ず
っ
と
西
に
か
け
て
、

湿
地
と
沼
が
並
ん
で
い
た
。
あ
る
時
代
に
は

そ
の
水
が
海
に
直
入
し
て
い
た
処
も
あ
り
、

ま
た
神
社
の
そ
ば
で
苫
小
牧
川
に
入
っ
て

も
い
た
が
、
今
は
全
部
埋
ま
っ
た
と
い
う
」

と
土
地
の
古
老
の
証
言
を
記
載
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
時
は
「
ト
」
に
対
応
す
る
ほ

ど
の
大
き
な
沼
が
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

同
書
に
は
「
松
浦
氏
東
蝦
夷
日
誌
に
「
ト
ウ

マ
コ
マ
イ
。
上
に
沼
有
。
依
っ
て
号
く
」
と

書
か
れ
た
の
は
そ
の
姿
で
あ
ろ
う
」
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
松
浦
氏
と
は
も
ち
ろ
ん
江

戸
時
代
の
探
検
家
で
北
海
道
の
名
付
け
親
、

松
浦
武
四
郎
の
こ
と
で
す
。
そ
の
「
東
西
蝦

夷
日
誌
」
の
東
日
誌
に
苫
小
牧
が
載
っ
て
い

ま
す
。
東
日
誌
の
初
編
は
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）
な
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
苫
小
牧
の
地

形
を
描
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
依
っ
て
号
く
」
は
「
依
っ
て
名
づ
け
る
」

と
解
せ
ま
し
ょ
う
。 

神
社
沼
と
墓
所
沼 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
「
苫
小
牧
町

鳥
瞰
図
」（
上
図
）
に
は
二
つ
の
沼
が
載
っ

て
い
ま
す
。
各
々
、
神
社
沼
、
墓
所
沼
と
呼

称
さ
れ
、
昭
和
九
年
の
「
苫
小
牧
町
案
内
図
」

で
は
沼
池
、
プ
ー
ル
・
ス
ケ
ー
ト
場
、
昭
和

十
二
年
の
「
苫
小
牧
案
内
図
」
で
は
ス
ケ
ー

ト
場
、
プ
ー
ル
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
六
年
に
苫
小
牧
町
と
樽
前
山
神
社
と

の
協
議
に
よ
り
、
町
が
使
用
料
を
払
っ
て
沼

を
借
り
上
げ
て
冬
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
、

夏
は
水
泳
プ
ー
ル
に
し
ま
し
た
。 

ア
イ
ヌ
語
地
名
が
自
然
の
地
形
、
特
に
川

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
山
田
氏

が
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
聞
く
だ
け
で
、
そ
の
土

地
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
頭
の
な
か

で
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
こ
と
か
ら
も
頷
け
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
は
か
つ
て
あ
っ
た
沼
が

な
く
な
り
、「
ト
・
マ
コ
マ
イ
」
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
扇
谷
氏
は
「
地
名
の
由
来
を
調
べ
る

の
に
困
難
を
感
ず
る
こ
と
は
、
開
発
に
よ
る

自
然
の
変
容
で
あ
る
」
そ
し
て
「
苫
小
牧
市

の
よ
う
に
開
発
が
進
む
と
河
や
沼
が
消
滅

し
た
り
、
市
街
地
化
す
る
と
考
証
に
困
難
を

伴
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

苫
小
牧
地
名
の
起
源
と
も
な
っ
た
二
つ

の
沼
は
昭
和
十
年
代
後
半
に
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
そ
の
姿
を
消
し
ま
す
。（
大
泉
） 

引
用
・
参
考
資
料 

「
古
文
書
に
見
る
苫
小
牧
の
地
名
の
変
遷
」
苫
小
牧

市
史
資
料
集
第
一
号 

一
九
九
六 

堀
江
敏
夫 

「
ト
マ
コ
マ
イ
の
語
源
に
つ
い
て
」
機
関
誌
苫
小
牧

市
史
編
さ
ん
№
３ 

一
九
七
一 

扇
谷
昌
康 

「
北
海
道
の
地
名
」
一
九
八
四 

山
田
秀
三 

苫小牧地名の起源となった 

今はなき「神社沼」と「墓所沼」 

ふるさとの一片(５０) 
～郷土資料コーナーで見つけた～ 

昭和６年 苫小牧町鳥瞰図 

墓所沼▼ 

神社沼▲ 

樽前山神社 

王子製紙工場 

←苫小牧川



第５０回苫小牧地区中学校及び第３７回苫小牧地区小学
校学級新聞コンクールの入賞作品を展示いたします。

●平成２４年２月開催分 期間　～１２月１１日（日）
内容　赤ちゃんと絵本の出会いを目的とし、赤ちゃんと 会場　中央図書館１階　カウンター前
　　　絵本の接し方の実践と指導、絵本の紹介、読書相
　　　談などを行う
日時　平成２４年２月１０日（金）
　　　１０：３０～１１：３０ 第６３回苫小牧文化祭協賛俳句大会での小中学生の俳句
会場　中央図書館２階　講堂 入賞作品を色紙に清書し、展示いたします。
定員　１５組（キャンセル待ち３組まで） （苫小牧俳句協会との共催イベントです）
対象　１歳児とその保護者 期間　１２月１３日（火）～１２月３０日（金）
申込　１月２５日（水）～３１日（火）開館時間内 会場　中央図書館１階　カウンター前
　　　中央図書館カウンター　または
　　　電話　３５－０５１１
　　　定員を超えた場合は２月１日（水）に抽選 第６３回苫小牧文化祭川柳大会での入賞作品と川柳サー
　　　（はじめての方優先） クル苫小牧川柳社の会員の作品を展示いたします。
連絡方法　申込みしていただいた全ての方へ （苫小牧川柳社との共催イベントです）
　　　　　２月１日（水）に電話で連絡いたします。 期間　平成２４年１月６日（金）～１月２２日（日）

会場　中央図書館１階　カウンター前

　●クリスマスの本（児童） 　●自由研究・自由工作・読書感想文
　　～１２月２５日 　　１２月１５日～
　●日本語のリズムを体験しよう 　　平成２４年１月１７日
　　１２月２７日～ 　●龍の本
　　平成２４年１月２６日 　　１２月２３日～

　　平成２４年１月２６日
　●Ｌｅｔ’ｓ　ｈａｖｅ
　　　　　　　ｓｏｍｅ　Ｍｕｓｉｃ 　●生き物大好き！！
　　～１２月２５日 　　～１２月２５日
　●日本の建築 　●平清盛　
　　１２月２７日～ 　　１２月２７日～
　　平成２４年１月２６日 　　平成２４年１月２６日

　●「苫小牧民報と苫小牧信用金庫　創業６０年をこえての取り組み」　
　　～平成２４年１月２６日

※黒塗り白字になっている日は休館日です
　丸印がついている日は午前９時３０分～午後５時開館
　印が付いていない日は午前９時３０分～午後７時開館

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 ８ ９ 10 11 12 13 14 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25

25 26 27 28 29 30 31 29 30 31 26 27 28

２３日　天皇誕生日 ９日　成人の日（開館します） １１日　建国記念の日

　　　　（開館します） 　　　　（開館します）

▽
△
▼
▲
▽
△
▼
▲
▽
△
▼
▲
▽
△
▼
▲
▽
△
▼
▲
▽
△

平成２４年２月

展
示
コ
ー
ナ
ー

今
後
の
予
定

一般書コーナー（新刊棚）
一般書コーナー（検索機横）

エントランスホール　

※　休館日の展示の公開はありません。　　　　　　　　　　　　　　　

寄付・寄贈ありがとうございました。（平成２３年９月２１日～１１月２０日）
個人　１６７件　３６１０冊　　団体　５４件　８７冊

閲覧室入口 児童コーナー

１２月３１日～１月５日は年末年始の休館日となります。

平成２３年１２月 平成２４年１月

※　行事・催し・展示については、変更・中止になる場合がございます。

行事のお知らせ




